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(2) 調査の内容 1 
① 理科教室、 理科準備室の保有状況 | 
② 理振法による備品の充実度 1調査表 I
③ 理科関係予算の執行状況 | 
a 施設々備・備品・消耗品費などの予算額とその支出方法 J
b 消耗品質の項目別支出金額とその支出方法 | 
ト※ ζの2項目は昭和 39年2月に笑臨した
C 理科消耗品購入金の児童よりの徴集状況 l 調査である。
@ 各学年になける実験 ・観察・製作など、指導の実権方法の実態・・・調査表 E
実際の調査表の様式は次のとおりである。
@ 調査表 1 (上記①~@の a) 昭和40年 10月調査実胞









学校予算(市町村支出金) PTA 予算 児童よりの徴築費その他 計
施設・設備費 円 円 円 円
備 ロ 費 円 円 円 円ロロ
消耗品費 円 円 円 円
そ qョ イ也 円 円 円 円
計 円 円 | 円
次の調査表は一昨年度実路した調査であって、そのうち該当項目だけを抜粋したものである。
@ 小中学校理科消耗品の続入状況に関する調査表 (@の b • c) 昭和39年 2月調査笑抱
〆ー、~〆ー、、ー〆 ー、_.~、~ー......___，..-、.__...--. ・一_-、._./一、.__. 、ー〆'ー、_'ー、-./ー一、、_'ー、ーー~、，~一、、 ，-、_/一、-../"--.....-----、、、 〆--、、/ー、、、/一""'-，
調査 l 学校予算 (市町村支出金〉およびその他の経費によって購入した理科消耗品の調査
理科消耗品費の謁査
消耗品分類項目 学校予算(市町村支出金) その他の経費 計
ガラス、陶磁器具類
2 薬 c 類ロロ

























-石綿付金網 -コノレク経、 ゴム栓 -コ・ム管
4. 電気材料類
・電線コード類 ・電熱線 ・炭素粒、炭素棒 ・ラジオ部品類 ・絶縁テープ
・電球、豆電球 ・yケッ ト、 スイッテ、ヒューズ ・乾電池 ・わにぐちク リップ、
ν リー γグ、コシセシト プラグ 等
5. 実験・観察用素材数
















しゾ~."""":='--'~.#~-.~' -='--/"-=-"-""'-:--'九ヘペ_-:-'ノ =------~.~〆てスヘ¥ 戸 .._一、. --:..----....:: 〆 -....ケ.......-::;......--....::._--.:::::一、/--.....~， 、=-.--_-.....:;-.:. .._;:... -:". 、:-;..._~:.;:;ニミ子ミミフヨミとご戸、::;~










第 1学年 2日E学年 第 5学年 第 4学年 第 5学年 第 6学
一 学 級の年同支出額 円 円 円 円 円
人児 重 生 徒 数 人 人 人 人
児童生徒1人 当りの額 1 円 円 円 } 円 円 |




















































調査表 il 第 1学年
単
調査したい実験・観察・




個別 グループ 十頃児童 教 師 しない
0 管の出口を水源の函 1 2 1 23アイ 123アイ 123アイ 123アイクエオカ
ふ
より高ぐすると、ふん
*は出なくなる実験。 3 4 ウエ.;tカ4 クヱオカ4 クエ才カ4 キabcdeク 4
ん
す 0 管の噴出口の細い方 1 2 123アイ 1 23アイ 1 23アイ 1237イクエオカ
し、
が、太い方より水が高


















o 工業を主と した錯戯 れ0)9 0 商業売主とした地域.(1 0) 1 0 0 商工業地域 (10) 9 
0 山村 (10) 9 0 農村 (10) 1 0 0 漁村 (10) 1 0 








012学級 α 1) 
昭和4日午10月20日
昭和39年 2月 5日








中規模校・・・・・ 12学級ι人と ・-一.2 9か校








A B C D 
①会体 制)圃圃圃圃圃59(41)圃圃圃圃圃圃圃・~~J!.~!級協縁遠(~)~ 13 (9) I 






















日|二三 調査学校全体 平均充実率一 72%
-・ノミ規模校 向 上一一ー→ 76%?
?
向 上一一一_.，.6 6% 



































o 調査学校全体数 ・・ 0 ・ …・"…."... …..・a・. 5 0か校
大規模校 … 2 4学級以上 ....."...….... 1 2か校
中規模校 ... ・ 1 2学級以上 … e ・ー 25か校
小規模枝 ー ー . 1 1学故以下 1 3か校





























o 調査学校数・・・・・・ ・・ 50か校
o 類型訟よび、グラフの記載方法は(1)に同じである。






































































































































































































































































































































































|第 2学年 I1人平均・ 11第 3.#年 1




























































































































































































































l@ 磁… tピニノレ紙ガラ I'. ~ "ii 'l.''''~':ス〕をへだてても くぎとEどを t




























































<.;l_l 大きい氷と.小さい氷に入れ I 9 
て 、どち らも氷に浮くととを挺 1







































































































J2 ! 3 I 1 .! ~ ・ 3 I 1 !2 i 
10; 7' 31 6: 5: I1 口!u¥
ア・イ ワ ・エ オー・カ|ア・イ ・ワ ・エ オー ・カ|ア ・イ ワ ・エ ωオ ・力
目 。! 1 1 
11 j 2 1 0 1! o 1 0 































① 石けんを水に速くとかすため I 32 
v 石けんのつぶの大きさをかえで|・・
比較してみる実験。 I 29 
2 
























30 1 35! 30 j 5 -…….."，...，!..，・
301 3: 1i 2 
'・47120; 16; 4 










































































日 o~ 0 
o ~ 0 0 
一ーー -，ーーーーーーーーー -ー--
1 ・ o 1 
o ~ 0 1 
-ー +ーーーーーー 一o 0 
oo 0 




実験 ・観察 ・製作な どの活動積回
(l) 乙まを作り心事告のて対万fつける位




















































































。〕 よと同じよ うにして 水の中 I 30 
w であわを集めて、 電 気わ存在に |




































白 日光に当てる時聞をかえて、 I 43 
)感光紙の色の変化がちがうと と 1
を 調 べる実験。 I 4 1 
② 光の通し万のちがうものをは I 46 
さんでやき、 色の良さがちがう|
ととを比較してみる実験。 I 4 4 
③ 日光管当てた感光紙を水洗い I 56 
させ、 乙れを日光に当てても包}
がかわらないことを調べる実験。I 5 3 










① ピストンの飽jぎを翻べるため、I 67 
水でっ ぽうを製作し、 実験する。I 6 2 
① 筒の長さや大 きさをかえて、 I 24 
水の飛ひ万を比較 してみる笑験。I 2 2 
@ 筒先の穴の大きさぞかえて、 44 
水の飛び万を比較してゐる実験。I 3 9 
-21-
5 紙だまでつほう
実験 ・観察・製作 J'.:どの活動項目 4軍司 stl グノレ ー ザ 警証 CiI 他の指認手法
① 紙だまでつ I~うそ製作して、 62 
60…崎3 8 0中 一o1一戸 o1τL....ci..... .~...-!--.......:.…山2い 白 80川ト山311  あとだまをおしたとき前だま引
どとEこめるかを翻べ~実験。 5 7 
② 紙だまでっぽうを水の申でと 52 
…1S1刊…80…3 一30一… …739ji一3O一・…m41い 56一2 01→一 一4 L1 t空1;1:気旬リ、前だまが出たあとめわ .，曹.，.."......
仲間氾とを磁かめる実験。 4 8 
③ 注射線などで、 仰し縮められ 1 5 ~.: ..L....~...;....L.， ....1.~.. ..~... ， . ~ ，~... ~.......~....L..~++.... ; .，・ 32・た布気に1:久もと6こ白どろうとする性 咽ー・咽・，..・..・"..，







































21.........:....L.........~...............i....I.... ..:....，...........i...............i....I..........~.... ............~....I.._.，...~ 
吐主 :;;|::;;;|:!"L:-J
7 うごくおもち ゃ
(i) ゴムや 1まねを利用したおもち 67 1 6 i 1 
}ゃを作り、 その脚力が励)Jfニ主 1"……..j…・..・..i
っているととを気づかせる実験。1 6 3 j 0 i ~ i 
② ゴムやfまねなどを使ったおも I 52118 ~ J41 1 
ちゃで、加えるプコの強さと動さト 1 ・l 白
万のちがいを餓べ~実験。 1 501 1i 0' 0 
8 食塩とほう酸のとけかた
① 一 定尽の水C 溶ける、 食塩と 5 
6150:j50O.1 15 2 
3 i 3' 0 1: 0: 1 
ほう酸1.)a~比較すミ忠実験。 4 
..，......-ー .ー“・. 
0: 0: 0 O! L 1 
@ 食泡Fさ'dはう館料、 水の温度に 5 68 i 54， 14 4; 2・ 2I 1 O! 1 
よって け万がちがうととを確 -・・0・・・・ ・0・ . ， . . . ，2均 ζ ..........._....... …・. ・}._.・・0・・・吋ー・・一 一
かめる爽験c 2 9 i 0; 2 2: 0: 01 0; 1; I 
③ 溶液を 2倍 、 5倍 ・・・・など、 d 58: 4 4・ 14 41 2i 21 4i oi 4 
...，...."....“"“"奪回 H・H・-・・..
ざまった:fill':うすめる実験。 5 9 1‘ 3 









6E!日1'.il.. .~.. [ .........~....，...........~...t..........~ ...i ._ .....~ 
t._...~...~. ..，... .:-.t. ..:.1 .........~..._........ ..H......._.~ .._.... ..i...;-........ .~ 
こおり作り1 0 
① 薬剤を作り温度計を入れ、 氷 I 3 
だけのときより温度が下がると|








① 磁石と異磁極石で 、 同径はう しりぞ 24 47: 29: 18 
01i O0. 1 0
1 ; 0 : 1 
けめい、実 は司 I ~あととを ー ・・M ・.“，....“・...‘・白 ・.，......司........‘...・ー..
調 べる 験。 2 2 1 4 1 0 1 1 0・ o: 0 
55 1 7: J 3; 4 012 00.1 1: 0 : 1 ② ぬい針などで磁石を作る笑験 .. ・0 ・ ・・
5 1 2: 0: 0 o : 0 : J 




① 豆電球、(ソケッ ト)、 乾沼I 58 I 14 T 11 3 I --1 
池 導線r.t:~ を作って、点灯の卜… .........1 ・ 1・ ー |
万註を調べ点実験。 ‘ I 551 11 0: 01 11 
② 回路にスイツチを作って入れJ 541 14: 101 41 4 
スイッチのはたらきを調べあ実1......+.. ・: ・
験。 1 5 11 O! 0; 2 
18: 13: 5 






















































































































































































































































③ E窓診舗のはたら ぎを調べる笑I 22 















グ Jレ 一 一ア
5 21" ~'<".;; .王子 7]ηF~"':'7T:"~':1 ~..::-.，守:方?
②点;2三五子出左~ft l . ..........~ ~...!.. ~" ~""i' ...~..~.. <. ......i..l....... ~...，... .•• +1. . ... ~十;; : 














実験 ・鋭察 ・製作などの活動項巴 |倒
9 
4 





3 ¥ 0 ¥ 3 
o i 0， 3 
4 i 0 






! 2 1 
d でんぷんがつぼのはたらさで「-E3



















ィ 1 教 師 F-~の指導法
1-1:1す実験。
③ ゐぷらの性質を調べる実験。








7 1: 6 
①雲安定作含給料| ;17;;51 7 ; l i : 









① てとでニi取りの使い万ぞして 181 4日 27 : 
ゐる笑験。(:交点が中にめる:喝 1.• ↓ 




えて、同じカを加えて b 、はた1.....1 




r:① 実験 ・観察・製作などの活動項目個別 グ Jレ ー ザ 教 師 他の指詔革法
縮水を調をおべ口魚る実、 験冷却。 して膨張 ・収 52 578:j 4o8: 94 ?2 j 4O i: 54 20 ; o i; 2 2 
@収空縮気ぞ認をl加べ熱る、実冷験却。 して膨張 ・ 21 581j; 4 20i . q3 1?32i . O4: i 1 ~+..._._~0 ;i i ij 3 4 
③ 収食納物そ調をべ力日刻る、実験冷却。 して膨張 ・|1 201 4182i "ul;j一 1ー0[[ 21541j " 4i;z 1i9 -2l j-l0 ?i 。2 
9 氷・水 ・水じよう気
① 水が沸臆するまでの温度変化 5 60: 51! 9 
52.; ol i 4 -
2: 0 2 
..“・…..“一・.山・・H“・ー ..白山・・ H山田偶白山 ....--.-1・ー ・一“"・・
を調べる実験。 5 8 0: 3 0' 0 0 
② 水 が氷 にとEると Sの似国主奄化 5 56: 45: i1 
4Ij ojii2 i
6 0 i 6 
.....~..... .目ー四_. ....i.. 町 @
と、主主績の変化を制 ベ ゐ失敗。 5 9， 2: 2 2 1: 4 
③ 水引水じよう気になると きの
3 486:; 42l e 26 152:2 40i 7 9 
1 0' 2: 8 .....・0・句......，...').・・ ・"
休積の変化そ調べ.:;_<，央除。 2: 0: 5 
@ 氷がとけていると きの温度を 6 55! 45: 101 7: 2: 514: 0: 4 
測定する実験。
。: 2下-O..-r....O..1..-'i 
1 0 食塩のとり だしかた
① ごみのまじった食邸水のろ過 8 62' 50: 12 2: 0: 2 
(i: G i 0 
2li O1 z 
実験。 8 1 1: 0: 5 
@ 食塩水から食塩をとり/I:jす実 6 62: 5，j: 8 
01; 02・ l1 -・・.・ー・，・ー・ー.・v ・ー ・ー .•...•... 一ー_.:一一
験。 E 8 i 0 i 2 1: 1 
@ 食温水から蒸留水をとる笑験α ・ ・ー5 ・ー4・5一・…3一O90γi一 42一 1ー76ー→: 一31一γ:一i9，1 一一83一2一 01ーjト;-ug3・!1 1 
@ 食士箆水からとり11:1した金坂の 20 1 29! 20; 9 1 '1日4! 2: 8 13 2 1 1 
| 結晶を顕微鏡で伺祭してみる。 201 8[ 0: 11 4! 0: 21 2' 1 4 
1 1 まめ電球とかん電池
!①っ44Zの言雪ぎZま裂ずま裂長J."，..... ，s..:..I... ， ....~.~....l "...!.;. '.，. ..r.. .I... ...，...~.. !.... .... ~....;. • ".!.! . .O'..L......， ~....;.......... O 
| (乾電池 1償) 1 5 7 1 4: 2 01 0: 1: 01 0・ 0， 0 
② 2 i闘の乾電池をl的 U・並列に 1 531 17: 9: &1 3: J; 21 0: 0; 。
つなぎ 明るさを比較する央政0¥，.. .....1・ ・ ・…;".."..，，，....~...- ・・ .. .1 …よ ー 十一ムー~-~.' .'.-
(豆包詠1倒)--._. .. -''1 5 3 1 5 j 2; 0 I 2: 0 j 0 o 0: 0 
⑥ 劃 jつなぎと並列つなぎで、 1. .... ~..~ L ...~..~...L.....~...~........... .4...J......~  s...L.... .~...L.....~ . ~.. .I.......~..l . 1..七τ¥1I1i1tはどろらが強いかn't統計で .. .1 ↓ 
調 べ.:;_<，実験。 1 1 5 1 4 0 01 10: 0: 3 5: 0: 6 
1 ② 懐中旬燈(またはシグナノレな 1 57 1 9: 8・ 11 1 0: 11 5: 01 5 
ど)の製作。 I. 5 6 r.. 'ó "'~ 。← il...i'i ._..o了-0.i“2'・ .o .，..2.1 
-26-
(5) I第5学年 I1 光の進みかた
|実験鵬製作々との活動項目|価引 グルー プ| 教 師 | 他の指等法
i①二:乙;::?232LlIl161;5:2:3118:2::J Ioi2:3 
1";"1 iF:戸7j寸|ァi1.L'.:7.~..::l!..:.:...' ウ 7 i守
122LZfの光の 1.. ~. .:j-. . ~..~..，.... ? .ci... i ..I.....~~.:+ . .......~..， .......2.+.j........... ;.， .~ ... :
15:ニケ直進するととつ :.l......~. :'T..... 1 :“;l;; ;2 1 2“ 01 1 
@ょ;:;;;ニヱヶlJ:151-m:l]:?";:十七一:: 
|ち;??支持~.::I~~~t~~ I.......:.t そ!?;: :| ;; :j ~"H :11: : 
@ょ:f作 り、 光の性質 | ;! :! ;」;i ;;“:1 ;|" :; ! 
2 せっけんのはたらき
①真水と右けん水に油をうかベ 6 。 ~ L・ 1 4 1 。 l 日 。。
てよく振 り その遂げ包を書司ベる
実 験止 、 6 1 0 I 6 l 。0・ 。。
@ 真水と石けん水にすすを加え 4 67 53 14 2， ); 1 日= o ，。
てよく振 り、 その変化を民蝦す 1 ! 0 : 0 。る実験。 1 。5 。 。
@湾くけずった化粧せっけんを 6 
水溶道け水ぐ、あ井い 戸を水比、較食す沼るJ笑K験な。どで I 6 
60' 52! 8 4 i 。 5; 5 
@ 中性洗剤、 合 成洗剤の溶け方
を比較してみる笑験。
@水と石けん水代布地に し 1...I ~ 
み ζ むi還さを比較する実験。 11 
る 酸性 ・アルカ リ性
① いろいろな液を、リスマユ紙
で反応を調べる突民

























































































25952: 7 0 7 3 : 
51; 。0 ① 7.1<の温度差による熱のうつり 4 
5: 0 方ぞ調べ る笑験。 2 I 7; 0 5 
② 熱の伝導は物によヨてちがう 2 I 53: 4 6・ 7 14 i 2 12 3 0; 3 
. ・l ・1"-......白川吋 “H・守一 ..i ・~ ー ・
乙とを確かめるZ経験。 1 I 1 l 1 i 。 9 i 0; 6 2: 1 1 
2 I 63: 58: 5 7 l 3・ 4
ト一一o1ーす:i 0O"T 1i l 1③水の対流を調べる実験。 ............ ・ー・ .ーー.;......-i ー，....・ー.、4・ー 一一・ー 砂一一-_.:....._一
2 I 5! 0 [ 1 5 i 1: 4 
1 ， 25 i 22! 3 35 ! 9! 26 
161i 20;! 96 ! @ 空気の対流暗号制ベる実験。 .回一"・ー ・ーー ・..:...... らー 司ー自ー ーー }崎-..._- ・ E 目
1 I 3 0 i 1 23 i 3; 6 
⑤ ユトープや電熱暑替はどで、熱 7 24: 19: 5 
21 81.: i l2i; l7 9 141i 2o1! 9 3 の放射を調べ る央験。 6 
-・ 1・ ". 側、.・0・...“““1ー・
5 0 3 
ト一一一一ー 一一ー ーー




①ととZんE気ろなの流どれで今{線の香おのと艇リか等でた)1"... . .~.....I.. "...~.~ .l.......~..O....l. .... ....3.. j . "I .Z，，L... ..~...L"......~ L.. .O.，' 3: 0  3 ..ー ・.."・6・ー.・..・ーー・
万{e調べ る実験。 4 3j O; 2 31 0: 4 o 0: 1 
@ とんろやストーブなどの精進 15 39 i 39: 0 11 i 7: 4 
71:j 312 4 1の観察。 1 3 。:0 l (f 
I@ 燃えている木即時 、空気 4 49: 43 i 6 ~..~...l...........s....L....:....6. ...L... 買 l..........9....L.....5. ぞ断っ たり 温度令下げたりし








































































































央政観察製作などの活ぷ訂正一| グループ | 教 師 |ム竺主主:
⑥ 二酸化炭紫l立空気よ り重いと '............~...I..... ..~?....i.......4.1] “ 6....I.......~.~...L........~...  L. ..~..3.....I....... ..~j.......~_...l..........~. ~ 
とを翻ベる実験。 oI 4 i 1 j 1 I 6 i 0 10 1 0: 1 4 
i 一一一一十一一“ー 一「一 一ー一→一一一一ー寸一ーー一ー一一ーで一一一一
⑦ 二回化炭窯は水に熔ける ζ と 3 1 53: 45: 川 lS! 5¥ 101 oi o~ 3 
と.その水浴波が殴怯でめると l ・ - I . -i " • U I 
























⑥ 空気が晋の聾震動を伝え る ζ と
を たいとー ろうそくぽどを使 1，...
っそ飼ベる決験。
-29-
別!グル一三一」 教 師 1 
1;:jJl;ー














(2) 箱 n:どで、全体重さや‘ 高 20



















































































① 銅 ・宜主 ・アノレミニウムの色、 20 I 38 29 10; る: 。 3 
かたさを鈎 ベる実験。 1 9 
② ぬい量十ほどの焼き人れ、 焼き 34 2 









① ほんだを作り、はんだづけを I 10 I 5日 40: 
してみる実験。 1 101 13i 2: 
② すずと鉛のとけ方を比較する I 2 I 52; 49 
実段、 2 
③作ったはんだとすず、鉛のと 2
けコぎを比較する実験。 I 2 
@ い ろいろな合金とその成分金 7






















① てとがつり合うときの作用点、I 5 
力点にはたらくブコと、支:点まで } ー
































2 : 0: 2 
1 0: 3 
lO I .3 : l: 2 
3 I 1: 0: 2 
4 : 0 i 4 



















51 28: 21: 7 
3 I 7 0 ! 3 
斗ー一一一一一一←一一一→一一一一日I17: 1 3 : 4 
o I 4: 0 : 3 
20・ 15: 5 



























































;; l J2~ ~..，. .JH -u.+.u .._-'~".__. ..". . .~.-I 二 j j 















実験 ・観察 ・製作などの活動項目 {国 思リ グ Jレープ 曹女 si!i 他の指導法
④ いろいろなせんいを加熱して、 13 57 51! 6 
日03: 。や 。 :3! 0 i 3 
変化を鈎へ'否笑験。 13 3 。 4 。 。 O! 2 
@ いろいろなせん いに 盟主やア 47! 2 !3 5 56 :3; 0; 3 
Jレヵリ令加えて反応、を詞ベる笑 .・ー トー . 同... 白
験。 5 6 。 。: o ;。τ 2 
モーター
::ijj;;:::::::iil:::HUll02 
@ ブラシ脅作υ、 そのはたらき161131 2i 17¥' 161 
を調ベミ5実験。 I 60[ 1¥ 1; 01 3i o! 31 }' 
④雲炉ア菌培2目立|;l ; ;i ;[ ;: 。。| 日
1 0 i 1 



















































































































































い。今回の調査対象学校の平均充実率は 72 %と、かなり高率た示しているが、調査 Hでもわかるよう
に、なお備品の不備・不足た訴えている。昭和 39年度の県平均充実率は 55. 2 %であり、これは全国
平均より下回っているものと思われる。県教委の方餓により年々向上はしているが、さらに充実率た高
めてほしいと思う。調査の結果から考えられるととは、理振i法で認められた備品以外の、備品質や、特
に消耗品質の大幅な増額により、その充実と振興、企図る必要がある。
。低学年 中ー学年のセット教材の使用については、指導に品うたってのくふうが必要である。この調
査で、理科関係予算の執行状況と実際よく実験されている内容との闘連から考えてみゐと、{民・中学年
ではかなりセット教材が使用されていると恩われるし、またそのような報告が調査表にかかれていた。
指導時間や教材研究の時間、さらに、 準備等の時閉そ生み出すことに教師は苦心しているし、しかもセ
yト教材そ使用すれば経費は案外少なくてすむなどの理由から、多く使用されるのは当然なことである
34-
う。筆者はセット教材使用に反対するものでもなく 、またその根拠た示すこともできない。しかし、学
習効果た高め、学力党児童の身についたものとするためには、セッ ト教材の使用にはじゅうぶんな配慮
とくふうた加える必要があると考える。特に思考力や判断力の啓培と、技術面の練踏女考えた場合この
感が深くなる。
0 理科予算の多少は、実験などの実施に大き〈影響しており、 学校差がかなりみられる。施設設備
費に多額の予算が計上されていても、消耗品賞や備品などが少ない学校は、教師が考えている長うな学
習形態たとれない傾向が、はっきりうかがわれた。ともかく理科の実験 製ー作などの指導宮、教師が望
む形態で行なおうとするとき、かなりの経費がかかることそ、市町村当局などに再認識してもらいたい。
理科学習の指導においてはいうまでもなく、 実験観察や製作が中核となり、自然の事物事象企対象とす
るもので、多 くの材料や器具売必要とする。との器具や材料が不足していたのでは、自然の理法当付帯納
する具体的な紫材が整えられず、判断や思考する能力、および、器具等受取り扱う技術などたじゅうぶ
ん身につけさせることは困難である。特に基礎学力を培うためには、金のかかる教科であるととた重ね
て訴えたい。
この調査が、各学校の理科施設設備 ・備品 ・消耗品などの充実や、理科予算の編成に際して、その資
料としていささかでも役だてていただければ拳である。
終わりに、この調査た実施するにあたり、直接、間接にど協力女いただいた、学校と先生方に深く謝
意そ表する次第である。
この研究資担当したのは、野沢弘 -渡部字威智で、執筆したのは野沢弘である。
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